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✿すみれハイツリノベーション✿

＜てらもとの上げ潮コーナー＞
“上げ潮“に出会ったのは今か

ら９年前、ある懇親会の締めの挨
拶の時だった。そこでは全員で〝
上げ潮だ！”と声を張り上げてい
て、なんとも言えない圧倒的な雰
囲気だった。太閤秀吉公が戦の前
に自軍を勢いづけるために〝上げ
潮だ！上げ潮だ！“と叫んだのを
真似ているらしい。数万の声が集
まるとそれはうねりとなり、連勝
につぐ連勝だったそうだ。（余談
ですが浜松駅にはあげしおだ！と
いうお菓子が売っています）僕も
心を震え立たせて、前に前に足を
踏み出したい。心を燃やすのは自
分自身。今日もいい一日になる！
上げ潮だ！上げ潮だ！えいえい
おー！

株式会社てらす
〒665-0822

宝塚市安倉中5-2-33

TEL：0797-86-3938
FAX：0797-86-7772

発行責任者：寺本 達也
編集担当：総務チーム

https://www.terasu-y.co.jp

@yamada_kensetsu

@yamada.kk.jp

＜がんばったで賞＞
よしくん

IT推進プロジェクトの取り組み
お疲れ様です。

＜1月のお誕生日＞
ザキさん・池ちゃん

おめでとうございます♪

弊社所有賃貸物件「すみれハイツ」のリノベーションがついに完成し
ました。社内ですみれハイツ完成見学会が行われ、完成を楽しみにして
いた社員たちが参加しました。設計チームがこだわった点や工夫した点
など細かく説明をしてくれたので、楽しみながら見学することができま
した。ありがとうございました。
夏頃から始動していた「すみれハイツ」のリノベーション。営業工務

チームや設計チームが何度も打ち合わせを重ねながら進めてきました。
たくさんの人が関わり、様々な意見を出し合い、無事に完成することが
でき良かったです。素敵なリノベーションをありがとうございます。お
疲れ様でした。

【家は唯一のリラックス空間】
その思いを最大限に反映したリノベーションです。
このプランでは「こぢんまりとした小さな空間」と呼ばれる「ヌック」を採

用しています。既存の壁を利用し、収納を多く設けているのもこのプランの特
徴です。



@terasu_mokkou

小物やオーダー家具、DIY教室等を
投稿しております。この機会にご覧い
ただけますと幸いです。

〈年末年始休業のお知らせ〉
2022年12月30日（金）～2023年1月4日（水）

2023年1月5日（木）より営業いたします。

施工中の現場につきましては各現場工程によります。
何かとご不便、ご迷惑をお掛け致しますが、ご了承賜ります様何卒宜しくお願い申し上げます。

今年一年のご愛顧に感謝申し上げますと共に、
来年もより一層のご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

✿1年の振り返り✿

✿地域の防災力アップ「ぼうさい出前講座」✿

✿宝塚市社会福祉大会✿

兵庫県共同募金会様より、弊社が「赤い羽根共同募金
運動の功労が優秀で他の規範となる団体である」とのこ
とで感謝状をいただきました。
今後も、地域に根差した社会貢献活動に取り組んで参

ります。

宝塚市では、自助・共助の防災力アップを目的として、
地域や事業所、団体等へ市から講師を派遣する「ぼうさ
い出前講座」を開催しています。

✿第2回DIY教室✿

11/19（土）「第2回DIY教室」を開催しました。前
回はオリジナルドアプレート作りでしたが、今回は木製
クリスマスツリー作りを体験していただきました。
また、普段触れる機会が少ないインパクトやハンド

ソーなどの様々な道具も体験していただきました。
てらすのことを知ってもらいたいという思いから開催

している体験教室。モノ作りやてらすのことに少しでも
興味を持って頂ければ嬉しいです。
ご参加いただきました皆様、誠にありがとうございま

した。
もっこう部インスタ

2022年も本当にいい一年だった。たくさんのことを
今年も得られた。
地元の年上の親友2人と語らう時間が去年よりも多く

得られた。TAKIVIVA（群馬県西軽井沢）に二度も行け
て、焚火を囲んで幸せについて想いにふけって語り合う
友人を得られた。たった一度の出会いで意気投合してお
互いの会社を行き来して語れる友人を得られた。趣味で
出会った人と仲良くなって一緒にプロアマの試合にいく
体験、更に大切に思える友人を得られた。ゴルフ仲間が
増えて、その中でも大切に思える友人を得られた。街の
活性化の取組みで勢いのある人と出会えて、尊敬できる
人を得られた。たくさんたくさん 人を得られた。本当
に人を得られた一年だった。
僕の人生どこまで続くのかわからないが周りを温かい

光りで照らすような人になりたい。
さて2023年も上げ潮だ！上げ潮だ！上げ潮だ！えい

えいおー
代表取締役 寺本達也

講師の方にお越しいただき、その地域の特性に合わせ
た防災・減災や災害リスクについて詳しく解説していた
だきました。
災害が起こった時に考えられる困難や課題を皆で予測

し、会社としてどう行動すべきかを学ぶことができまし
た。安否確認の方法や出入口の確認、防災グッズの有無
等、日頃から頭に入れておく必要があるのだと改めて感
じました。
災害から身を守るためには、多方面からの正しい情報

を自ら知ることが大切です。日頃から情報をチェックす
る習慣を身に付け、いざという時に落ち着いて行動がで
きるようにしておきたいです。


	スライド 1
	スライド 2

